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標準型/デカごて型 仕様比較表 

  標 準 型 デ カ ご て 

機  種  名 YC-1000 型 YC-1000N 型 

電     源 AC 200V 単相 

消 費 電 力 500W 600W 

本体外寸（㎜） H215×W195×L310 H215×W195×L325 

本体重量（ｹｰﾌﾞﾙ含まず） 4.6ｋｇ 4.7ｋｇ 

ｺﾝﾄﾛｰﾙ BOX外寸（㎜） H300×W400×L200 

ｺﾝﾄﾛｰﾙ BOX重量 16ｋｇ 17ｋｇ 

溶  着  幅 
26 ㎜ 

[2 条溶着 1 列検査溝] 
41 ㎜ 

[3 条溶着 2 列検査溝] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防水シート溶着品質向上への提案 

No. S55-510 

 技術資料 

トリプルワイド シーム型   幅広三列熱ゴテ式溶着機 

土木資材事業部 〒105-0011 東京都港区芝公園 2 丁目 4-1 

TEL(03)6402-8251 FAX(03)6402-8255 

SW-5610-03 

デカごて溶着機本体は電熱ごて、圧着

ゴムローラー、電熱ごて保護カバーだけの

改造で、標準型に比べて溶着機の外寸や

重量の増加を最小限にしたことにより、ク

ラウン部等の上向き作業での作業員への

負担が増えることを抑えました。 

デカごて 3 列溶着ライン 

デカごて 

防水シート溶着機の標準型は 2 列の溶着ラインのため、どちらか 1 列の溶着ラインを失敗すると、

加圧検査ができませんでしたが、デカごては溶着ラインが 3 列［トリプル シーム］となったことにより

何れか1列の溶着ラインを失敗しても加圧検査ができる可能性が残されます。更に標準型は熱ごての

全幅が 26㎜なのに対して、デカごて溶着機の熱ごての全幅は約 1.5 倍の 41 ㎜［ワイド シーム］とな

ります。これにより展張された防水シートが大きく波打っていたり、シート足場上での上向き溶着作業

等で溶着機が蛇行したときでも溶着ラインが外れる危険性が少なくなります。 

デカごて溶着機はトリプルワイド シーム型で溶着品質を大きく向上させることができます。 


